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今
か
ら
約
6
5
0
年
前
の
南
北
朝
時
代
で
は
、

北
朝
と
南
朝
が
攻
防
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
が
、

次
第
に
北
朝
に
有
利
な
状
況
に
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
南
朝
の
後
醍
醐
天
皇
は
、
各
地
に

皇
子
を
派
遣
す
る
こ
と
で
味
方
の
勢
力
を
築
こ
う

と
考
え
ま
し
た
。
九
州
に
は
懐
良
親
王
を
征
西
将

軍
に
任
命
し
、
隈
府
（
菊
池
市
）
に
拠
点
の
征
西

府
を
開
き
、
勢
力
を
広
げ
て
い
き
ま
し
た
。
し
か

し
そ
の
後
、
北
朝
方
の
勢
力
が
増
し
て
く
る
と
、

征
西
将
軍
の
地
位
は
良
成
親
王
に
譲
り
、
福
岡
の

八
女
に
隠
退
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
書
状
は
、
親
王
が
天
授
元
年
（
1
3
7
5
）

11
月
2
日
に
五
条
良
遠
を
使
者
と
し
て
、
西
巌
殿

寺
に
仏
舎
利
（
仏
の
遺
骨
な
ど
）
を
奉
納
し
た
と

き
の
渡
状
で
す
。
奉
納
す
る
こ
と
で
、
南
朝
勢
力

の
回
復
を
祈
願
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

　
こ
の
仏
舎
利
は
、
正
平
14
年
（
1
3
5
9
）9
月
8
日
に

皇
室
と
縁
の
深
い
京
都
の
泉
湧
寺
の
老
住
職
か
ら
贈
ら
れ
た

も
の
で
、
そ
の
と
き
の
こ
と
も
渡
状
に
一
緒
に
書
き
写
さ
れ

て
い
ま
す
。
懐
良
親
王
の
動
静
の
一
端
が
う
か
が
え
る
貴
重

な
史
料
と
い
え
ま
す
。 
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今
か
ら
約
4
5
0
年
前
の
戦
国
時
代
、
後
奈
良
天
皇
の
在

位
の
時
代
は
争
乱
の
さ
な
か
に
あ
っ
て
、
中
央
で
は
室
町
幕

府
の
権
威
は
衰
え
、
皇
室
の
経
済
的
困
窮
は
は
な
は
だ
し
い

も
の
で
し
た
。
更
に
、
天
文
8
年
（
1
5
3
9
）
の
大
雨
洪

水
に
よ
る
凶
作
や
、
同
9
年
に
は
大
疫
病
も
発
生
し
、
国
民

は
疲
弊
し
て
い
ま
し
た
。
天
皇
は
こ
れ
ら
を
深
く
憂
い
、
紺

色
の
紙
に
金
字
で
般
若
心
経
を
書
写
し
て
諸
国
の
一
宮
に
奉

納
し
、
国
家
の
安
泰
と
国
民
の
幸
せ
を
祈
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
と
き
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
現
存
す
る
の
は
9
巻
し
か
な
く
、

こ
の
書
は
そ
の
中
の
1
巻
で
大
変
貴
重
な
も
の
で
す
。 

　
肥
後
国
（
熊
本
県
）
で
は
、
一
宮
で
あ
る
阿
蘇
神
社
に
奉

納
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
天
文
14
年
（
1
5
4
5
）
に
大

宮
司
が
西
巌
殿
寺
に
納
め
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
惟
豊

の
書
状
（
添
状
）
に
記
さ
れ
て
あ
り
、
西
巌
殿
寺
に
は
般
若

心
経
と
セ
ッ
ト
で
現
在
も
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
般
若
心
経
は
、
仏
教
の
教
え
の
真
理
の
智
慧
（
般
若
）
を

1
巻
に
凝
縮
し
、
簡
潔
に
説
い
た
も
の
で
広
く
読
経
さ
れ
て

い
ま
し
た
。 
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